１　分野・学年　　技術分野・第１学年

２　内　容　　　　A　材料と加工に関する技術

３　題　材　　　　さしがねの使用とけがき
４　本時の目標

　(1)　さしがねの使い方について理解することができる。

　(2)　さしがねを使って、材料にけがくことができる。
５　学習指導過程

	段階
	学習内容及び学習活動
	教師の支援・指導 (評価)
	資料準備

	みつける
	１　けがきに必要な工具を知る。


	○　さしがねの各部の名称と注意事項を確認させる。

	さしがね
製作図

	広げる・つなげる
	２　さしがねの使い方や寸法線の引き方を知る。
　・　さしがねの各部の名称
　・　さしがねへの鉛筆の当て方

　・　さしがねの握り方(押さえ方)
　・　寸法線の種類と意味
　・　材料取りの位置(こぐち面やこば面の有効利用)　※　一枚板製作の場合
３　材料にけがきをする。
	○　さしがねの使い方についてポイントを簡潔に押さえる。
○　生徒が失敗すると思われる具体例を挙げる。
　・　鉛筆の芯が直角に当たらない。

　・　寸法線が垂直にひけない。

　・　材料取りの位置が悪い。

○　部品番号の記入が必要な理由を理解させる。
○　製作図を見て、寸法どおりに線を引くよう注意する。
○　正しいさしがねの使い方ができているか指導する。
○　部品番号が記入されているか確認する。
	教科書

さしがね
プリント
製作図
さしがね

	まとめる
	４　寸法線の長さが正しいか確認する。
５　自己評価をする。
	○　縦横の長さが合っているか確認させ、訂正させる。

	さしがね
自己評価表


６　評価
　(1)　さしがねの使い方について理解し、正確な寸法線が引けたか。

　(2)　寸法どおりに材料取りができたか。
学習課題　　①　さしがねを使ってけがきをしよう。


　　　　　　②　製作図を見ながら、寸法どおりに仕上げよう。

















